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称名寺聖教『法事讃要略記」における諸問題の検討 

称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
要
略
記
』
に
お
け
る
諸
問
題
の
検
討
 

『
阿
弥
陀
経
』
註
釈
の
特
徴
に
関
す
る
試
論
と
撰
者
入
阿
の
特
定
を
中
心
に
 

佐
 

竹
 

真
 

城
 

問
題
の
所
在
 

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
で
管
理
さ
れ
る
国
宝
称
名
寺
聖
教
に
は
、
お
よ
そ
一
五
〇
点
の
浄
土
教
関
連
典
籍
が
含
ま
れ
て
お
り
、
な
 

か
に
は
法
然
（

11

」三
T

一
二
一
二
）
と
そ
の
門
流
に
列
な
る
人
師
の
著
作
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
昭
和
の
は
じ
め
に
顕
出
 

さ
れ
て
以
来
、
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
を
中
心
に
、
宗
学
と
関
連
の
深
い
典
籍
か
ら
翻
刻
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
未
翻
刻
の
典
籍
も
 

①
 

多
く
、
研
究
も
途
上
と
い
え
る
。
本
研
究
で
扱
う
『
法
事
讃
要
略
記
』
（
以
下
、
『
要
略
記
』
）
上
下
一
一
巻
は
、
そ
れ
ら
未
翻
刻
典
籍
の
 

う
ち
の
一
書
で
あ
る
。
 

『
要
略
記
』
は
、
善
導
（
六
二
ニ
ー
六
八
一
）
撰
『
浄
土
法
事
讃
』
（
以
下
、
『
法
事
讃
』
）
の
註
釈
書
で
あ
る
が
、
顕
出
以
前
は
そ
の
 

存
在
を
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
稀
覯
書
で
あ
る
。
 

本
書
の
巻
下
に
は
、
『
法
事
讃
』
所
引
の
『
阿
弥
陀
経
』
（
以
下
、
『
小
経
』
）
に
対
す
る
註
釈
が
見
ら
れ
、
中
世
浄
土
教
に
お
け
る
 

『
小
経
』
註
釈
が
窺
え
る
と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。
し
か
し
、
今
日
ま
で
内
容
に
ml
ロ
及
し
た
研
究
は
な
く
、
そ
の
註
釈
 

に
お
け
る
特
徴
も
未
だ
詳
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
 

ま
た
、
本
 

②
 

書
の
撰
者
は
、
撰
号
に
「
欣
求
安
養
沙
門
入
阿
述
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
入
阿
」
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
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称名寺聖教『法事讃要略記」における諸問題の検討 

葉 ー

弁

長

 

長
西
 

良
忠
I
ーー
 

一
敬
蓮
社
 

i 

道
教
l
ー
導
空
1
1
1
 

一
空
寂
 

る
が
、
こ
の
入
阿
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
『
浄
土
宗
大
辞
典
』
（
一
九
八
〇
年
）
 

「
法
事
讃
の
末
書
」
項
に
は
、
 

入
阿
の
『
要
略
記
』
二
巻
は
『
法
事
讃
』
よ
り
要
文
を
抜
萃
し
て
こ
れ
を
釈
 

し
た
も
の
。
こ
の
入
阿
と
は
弁
長
門
下
の
敬
蓮
社
を
い
う
。
 

③
 

（
三
・
二
八
四
頁
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

と
あ
り
、
弁
長
（
一
一
六
ニ
ー
二
一
三
八
）
を
派
祖
と
す
る
浄
土
宗
鎮
西
義
の
敬
 

蓮
社
入
西
（
一
一
九
九
ー
一
二
八
一
）
と
し
て
い
る
も
の
の
、
異
説
も
あ
る
。
た
 

と
え
ば
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
（
一
一
〇
一
」
ハ
年
）
「
法
事
讃
要
略
記
」
項
に
、
 

二
巻
。
入
阿
述
。
金
沢
文
庫
保
管
。
善
導
『
法
事
讃
」
の
註
釈
書
。
著
者
「
入
阿
」
は
『
観
経
疏
顕
意
抄
』
と
同
一
著
者
と
判
 

断
さ
れ
、
聖
光
門
下
で
良
忠
と
は
法
兄
弟
に
あ
た
る
敬
蓮
社
入
西
、
長
西
門
下
に
列
せ
ら
れ
る
入
阿
空
寂
の
両
説
が
あ
る
。
な
 

お
金
沢
文
庫
に
は
善
導
「
行
儀
分
」
の
 
「
要
略
記
」
が
ほ
ぼ
す
べ
て
現
存
し
て
お
り
、
『
顕
意
抄
』
と
あ
わ
せ
当
時
の
善
導
理
 

解
の
全
体
像
を
知
り
う
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
 

（
一
三
一
九
頁
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

と
、
前
の
敬
蓮
社
説
と
長
西
（
一
一
八
四
ー
一
二
六
六
）
を
派
祖
と
す
る
九
品
寺
流
の
空
寂
（
？
ー
二
一
四
一
一
ー
？
・
）
説
と
を
併
記
し
 

④
 

て
お
り
、
未
だ
確
定
を
見
な
い
（
参
考
ま
で
に
、
両
師
の
系
譜
を
図
示
し
た
）
。
 

小
論
で
は
、
ま
ず
『
要
略
記
』
に
お
け
る
『
小
経
』
註
釈
の
特
徴
の
一
端
を
論
じ
る
。
つ
ぎ
に
撰
者
入
阿
に
対
す
る
二
説
を
概
観
 

し
、
新
た
な
視
点
を
加
え
て
入
阿
は
空
寂
で
あ
る
と
特
定
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
検
討
す
る
な
か
で
浮
か
び
上
が
っ
た
ー
つ
の
試
見
、
 

メ
テ
 

ノ
 

ヲ
 

す
な
わ
ち
『
要
略
記
』
は
、
凝
然
（
一
二
四
〇
ー
一
三
二
一
）
の
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
（
以
下
、
『
源
流
章
』
）
に
「
弘
三
兀
照
弥
陀
疏
 

集一
三
巻
鈔
一
」
（
『
大
正
蔵
』
八
四
・
二
〇
一
頁
上
）
と
伝
え
ら
れ
る
空
寂
の
著
作
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
 

上
記
の
検
討
を
通
し
て
、
本
書
が
中
世
浄
土
教
研
究
に
お
い
て
等
閑
に
付
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
重
要
な
典
籍
で
あ
る
こ
と
を
提
 

。
乙
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称名寺聖教『法事讃要略記』における諸問題の検討 

示
し
た
い
。
 

『
要
略
記
』
に
お
け
る
『
小
経
』
註
釈
の
特
徴
 

ま
ず
、
『
要
略
記
』
に
お
け
る
『
小
経
』
註
釈
の
特
徴
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
本
書
の
『
小
経
』
註
釈
に
 

お
い
て
顕
著
な
の
が
、
元
照
（
一
〇
四
八
ー
一
一
一
六
）
撰
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
（
以
卞
、
『
兀
照
疏
』
）
に
多
分
に
依
拠
す
る
と
い
う
点
 

で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
 

又
義
売
（
貌
磯
一
」
諮
確
」
）
却
、
如
島
者
、
あ
ハ
ー
●
一
撤
レ
海
之
勢
肌
撒
二
正
宗
所
託
法
鵬
刻
蓮
具
如
、
熟
窮
F
愚o

伺
 

ニ
 

ス
ル
ヲ
 

ク
ト
 

ト
 

故
聞
持
 
名
二
信
成
就
一
［
云
々
］
。
 

（
下
・
一
丁
右
 

※
傍
線
・
出
拠
は
筆
者
）
 

又
糾
智
律
師
（
盤
環
一
羨
鷲
』
）
動
与
拠
も
処
一
一
仏
ル
曳
都
不
「
が
気
」
仏
ル
雌
批
テ
晦
多
厭
免
「
マ
フ
コ
ト
独
糾
一
盲
ん
鳳
」
カ
日
 

輸
予
又
糾
溷
島
製
無
穢
野
撫
レ
胤
身
発
臭
吼
「
悲
参
［
已
上
］
o
 

（下 

一
八
丁
右
 

※
傍
線
 
出
拠
は
筆
者
）
 

と
あ
る
よ
う
に
、
「
義
疏
云
」
「
智
律
師
云
」
と
し
て
、
『
要
略
記
』
巻
下
の
全
体
に
お
い
て
も
最
多
と
な
る
計
九
回
の
引
用
が
確
認
 

で
き
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
書
に
は
引
用
の
体
裁
を
取
ら
な
い
も
の
の
、
「
兀
照
疏
』
の
説
示
と
同
文
 

で
註
釈
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
以
下
に
対
照
し
た
も
の
を
数
例
挙
げ
て
み
よ
う
（
※
対
照
の
 

便
宜
上
、
訓
点
は
省
略
し
て
傍
線
等
を
付
し
た
）
。
 

プ
兀
照
疏
』
（
『
大
正
蔵
』
三
七
‘
三
五
八
頁
中
）
 

『
要
略
記
』
（
下
・
三
丁
左
）
 

拘
締
羅
此
翻
大
膝
［
有
云
膝
蓋
大
故
］
舎
利
弗
舅
与
姉
論
義
常
 

拘
締
羅
者
此
翻
大
膝
々
蓋
大
故
舎
利
弗
舅
与
姉
論
義
論
常
勝
 

勝
姉
姉
孕
不
勝
知
懐
智
人
遂
往
南
天
研
一
読
誦
衆
経
無
暇
剪
爪
時
 

人
呼
為
長
爪
梵
志
 

姉
々
孕
不
勝
知
懐
智
人
往
南
天
ザ
二
訊
誦
衆
経
無
暇
剪
爪
時
人
呼
 

為
長
爪
梵
志
 

一 
n
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称名寺聖教「法事讃要略記』における諸問題の検討 

こ
れ
は
、
『
小
経
』
の
対
告
衆
の
一
々
を
解
説
す
る
箇
所
の
一
部
で
あ
る
が
、
『
要
略
記
』
が
『
元
照
疏
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
 

明
白
で
あ
る
。
 

『
元
照
疏
』
（
前
同
・
三
五
八
頁
下
ー
三
五
九
頁
上
）
 

次
菩
薩
中
三
初
示
数
二
文
殊
下
列
名
三
与
如
下
総
結
初
中
同
聞
 

極
多
略
挙
四
名
故
云
諸
也
菩
薩
梵
』
1ロ
之
略
天
台
戒
疏
云
摩
訶
菩
 

提
質
帝
薩
唾
此
翻
大
道
心
成
衆
生
或
云
菩
薩
翻
覚
有
情
覚
謂
上
 

求
即
是
智
也
有
情
謂
下
化
即
是
悲
也
列
名
中
文
殊
師
利
亦
云
曼
 

殊
室
利
此
翻
妙
吉
祥
妙
即
彰
其
所
証
吉
祥
美
其
利
物
或
云
妙
徳
 

義
亦
同
之
紹
隆
仏
種
称
法
王
子
智
論
云
仏
為
法
王
菩
薩
入
正
法
 

位
乃
至
十
地
悉
名
法
王
子
乃
知
此
名
該
下
諸
位
 

阿
逸
多
此
云
無
能
勝
ml
ロ
其
悲
智
非
偏
小
所
及
 

乾
陀
訶
提
此
翻
不
休
息
衆
生
無
尽
修
因
感
果
無
窮
已
故
 

常
精
進
者
衆
生
無
量
上
求
下
化
無
暫
懈
故
 

こ
れ
は
、
『
小
経
』
の
会
座
に
連
な
る
菩
薩
を
解
説
す
る
箇
所
で
 

一
致
し
て
お
り
、
「
兀
照
疏
』
か
ら
の
転
用
が
窺
え
る
。
 

『
元
照
疏
』
（
前
同
・
三
五
九
頁
中
）
 

無
衆
苦
者
対
顕
娑
婆
令
生
忻
厭
三
界
六
道
総
名
苦
果
於
中
復
有
 

八
苦
五
苦
三
苦
生
老
病
死
貧
困
愛
別
怨
会
求
不
得
為
八
苦
也
殺
 

『
要
略
記
』
（
下
・
四
丁
左
ー
五
丁
右
）
 

第
二
菩
薩
衆
此
中
三
初
示
数
二
列
名
三
総
結
井
諸
菩
薩
摩
訶
薩
 

者
是
初
也
同
聞
極
衆
略
挙
四
名
故
云
諸
也
言
菩
薩
者
梵
言
之
略
 

天
台
戒
疏
云
摩
訶
菩
提
質
帝
薩
唾
此
翻
大
道
心
成
衆
生
或
云
菩
 

薩
翻
覚
有
情
覚
謂
上
求
即
是
智
也
有
情
下
化
即
是
悲
也
文
殊
至
 

菩
薩
者
第
五
也
文
殊
等
者
亦
云
曼
殊
室
利
此
翻
為
妙
吉
祥
妙
即
 

彰
其
所
証
吉
祥
美
其
利
物
紹
隆
仏
種
称
法
王
子
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阿
逸
多
者
翻
無
能
勝
即
言
其
悲
智
非
偏
小
所
及
或
言
弥
勒
此
翻
 

慈
氏
慈
是
其
姓
 

乾
陀
訶
提
翻
不
休
息
衆
生
無
尽
救
済
方
便
無
有
窮
尽
故
不
休
息
 

常
精
進
者
衆
生
無
量
上
求
下
化
無
有
暫
懈
 

あ
る
が
、
諸
菩
薩
の
解
説
を
は
じ
め
、
科
段
ま
で
も
が
基
本
的
に
 

『
要
略
記
』
（
下
・
八
丁
右
ー
左
）
 

無
衆
苦
者
対
顕
娑
婆
令
生
忻
厭
三
界
六
道
総
名
苦
果
訪
観
此
界
 

一
切
皆
苦
無
一
可
楽
火
宅
牢
獄
未
足
為
喩
弥
陀
浄
土
境
界
殊
妙
 



称名寺聖教『法事讃要略記』における諸問題の検討 

盗
婬
妄
飲
酒
五
種
悪
業
並
是
苦
因
必
招
苦
果
名
五
苦
也
苦
苦
壊
 

苦
行
苦
名
三
苦
也
諸
経
論
中
略
示
名
数
諦
論
忍
土
一
切
皆
苦
無
 

一
可
楽
火
宅
牢
獄
未
足
為
喩
弥
陀
浄
土
境
界
殊
絶
聖
賢
同
会
聞
 

法
悟
道
寿
命
永
劫
不
退
菩
提
更
有
余
楽
不
能
過
此
祇
無
諸
苦
巳
 

為
可
楽
況
具
諸
勝
事
其
楽
何
窮
故
云
極
也
 

こ
れ
は
、
『
小
経
』
の
「
無
有
衆
苦
」
を
解
釈
す
る
箇
所
で
あ
る
が
 

省
略
し
た
内
容
が
『
要
略
記
』
の
説
示
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

コ
兀
照
疏
』
（
前
同
・
三
六
三
頁
上
ー
中
）
 

次
釈
名
中
分
三
初
至
念
経
徴
前
経
名
上
句
已
見
前
文
故
但
問
引
 

二
句
恐
未
暁
故
問
釈
之
舎
利
下
二
示
義
又
二
先
叙
聞
持
是
諸
下
 

次
明
得
益
初
中
聞
経
受
持
者
牒
上
二
報
荘
厳
正
明
行
法
二
大
章
 

也
及
諸
仏
名
者
牒
上
引
仏
勧
信
第
三
一
章
初
科
所
引
六
方
名
也
 

次
得
益
中
諸
仏
護
念
直
至
菩
提
護
謂
覆
護
不
使
魔
焼
念
謂
記
念
 

不
令
退
失
勢
至
章
云
十
方
如
来
憐
念
衆
生
如
母
憶
子
大
論
云
譬
 

如
魚
母
若
不
念
子
子
即
壊
爛
等
 

ロ
賢
同
会
聞
法
悟
道
寿
命
永
劫
不
退
菩
提
更
有
余
楽
不
能
足
此
 

祇
无
諸
苦
已
為
可
楽
其
楽
何
窮
故
云
極
楽
也
 

、
『
元
照
疏
』
が
八
苦
・
五
苦
・
三
苦
と
苦
を
細
釈
す
る
部
分
を
 

『
要
略
記
』
（
下
・
三
〇
丁
右
ー
三
一
丁
右
）
 

高
座
至
讃
云
者
第
三
経
得
益
分
此
中
二
初
誦
経
二
唱
讃
高
座
至
 

国
土
者
是
初
此
中
二
初
標
二
正
誦
高
座
入
文
者
是
初
也
舎
利
至
 

国
土
者
第
二
此
中
二
初
釈
経
名
二
明
三
時
因
果
舎
利
至
所
説
者
 

是
初
此
中
三
初
徴
前
二
示
義
三
勧
信
舎
利
至
念
経
者
是
初
也
上
 

旬
已
見
前
文
故
木
挙
之
下
二
句
其
未
暁
故
間
釈
之
舎
利
至
菩
提
 

者
第
二
此
中
二
初
叙
聞
持
二
明
得
益
舎
利
至
名
者
者
是
初
也
諸
 

仏
所
説
名
者
謂
弥
陀
名
号
 

問
義
疏
釈
」
ハ
方
仏
名
何
答
義
疏
釈
依
無
所
説
二
字
之
経
故
 

是
諸
至
菩
提
者
第
二
也
言
護
念
者
護
謂
覆
護
不
使
魔
燒
念
謂
記
 

念
不
令
退
失
勢
至
章
云
十
方
如
来
憐
念
衆
生
如
母
憶
子
又
礼
讃
 

一 に
J
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阿
耨
多
羅
此
翻
無
上
三
藐
云
正
等
三
菩
提
云
正
覚
即
仏
果
号
薄
 

地
凡
夫
業
惑
纏
縛
流
転
五
道
百
千
万
劫
忽
聞
浄
土
志
願
求
生
一
 

日
称
名
即
超
彼
国
諸
仏
護
念
直
趣
菩
提
可
謂
万
劫
難
逢
千
生
一
 

遇
誓
従
今
日
終
尽
未
来
在
処
称
揚
多
方
勧
誘
所
感
身
土
所
化
機
 

縁
与
阿
弥
陀
等
無
有
異
此
心
罔
極
唯
仏
証
知
 

云
若
有
衆
生
称
念
阿
弥
陀
仏
若
七
日
及
一
日
下
十
声
乃
至
一
声
 

一
念
等
必
得
往
生
証
誠
此
事
故
名
護
念
経
今
既
有
此
増
上
誓
願
 

可
憑
諸
仏
子
何
不
励
意
去
也
［
云
々
］
 

阿
耨
多
羅
此
翻
無
上
三
藐
云
正
等
三
菩
提
云
正
覚
即
仏
果
号
也
 

義
疏
云
薄
地
凡
夫
業
惑
纏
口
流
転
五
道
百
千
万
劫
忽
聞
浄
土
 

志
願
口
生
一
日
称
名
即
超
彼
国
諸
仏
護
念
直
趣
菩
提
可
謂
万
劫
 

難
逢
千
生
一
遇
誓
従
今
日
終
尽
未
来
在
処
称
揚
多
方
勧
誘
所
感
 

身
土
所
化
機
縁
与
阿
弥
陀
等
無
有
異
此
心
罔
極
唯
仏
証
知
［
已
 

上］ 

こ
れ
は
、
『
小
経
』
六
方
段
を
解
釈
す
る
箇
所
の
一
部
で
あ
る
が
、
科
段
お
よ
び
文
言
の
一
致
を
確
認
で
き
る
。
殊
に
注
目
す
べ
き
 

は
、
途
中
で
 
「
兀
照
疏
』
の
釈
へ
言
及
し
、
さ
ら
に
は
引
用
ま
で
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
引
用
直
前
の
文
言
も
実
際
は
『
元
照
 

疏
』
の
文
ml
ロ
と
一
致
し
て
お
り
、
か
な
り
巧
妙
な
論
述
方
法
を
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
一
致
が
相
当
数
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
『
要
略
記
』
に
お
け
る
『
小
経
』
註
釈
の
特
徴
と
し
て
、
「
兀
照
疏
』
と
の
 

⑤
 

関
係
の
深
さ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
 

ニ
 
撰
者
入
阿
に
関
す
る
先
行
研
究
概
観
 

撰
者
の
入
阿
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
①
鎮
西
義
の
敬
蓮
社
入
西
説
、
②
九
品
寺
流
の
空
寂
説
と
い
う
二
説
が
あ
る
。
 

た
だ
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
直
接
に
本
書
の
撰
者
と
し
て
の
入
阿
を
検
討
し
た
研
究
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
称
名
寺
聖
教
に
は
、
 

一 nb 



称名寺聖教「法事讃要略記」における諸問題の検討 

⑥
 

⑦
 

⑧
 

本
書
の
他
に
入
阿
の
撰
号
を
有
す
る
書
が
、
m

『
観
経
疏
顕
意
抄
』
②
『
観
念
法
門
要
略
記
』
岡
『
往
生
礼
讃
要
略
記
』
四
『
般
舟
 

⑨
 

讃
要
略
記
』
と
複
数
存
し
て
お
り
、
主
と
し
て
m

の
撰
者
に
対
す
る
検
討
を
通
し
て
、
副
次
的
に
導
き
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

そ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
の
根
拠
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
 

H
 
敬
蓮
社
入
西
（
鎮
西
義
）
説
 

塚
本
善
隆
博
士
は
、
「
金
沢
文
庫
所
蔵
浄
土
宗
学
上
の
未
伝
稀
覯
の
鎌
倉
古
鈔
本
」
（
一
九
三
三
年
）
に
お
い
て
『
観
経
疏
顕
意
 

抄
』
を
解
説
す
る
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

此
書
が
入
阿
の
著
を
、
建
治
二
年
の
頃
に
書
写
せ
る
も
の
な
る
を
知
る
。
文
庫
所
蔵
本
の
中
に
は
、
尚
「
観
念
法
門
要
略
記
、
 

欣
求
安
養
沙
門
入
阿
撰
」
「
法
事
讃
要
略
記
、
入
阿
撰
」
及
び
「
往
生
要
集
（
※
礼
讃
）
要
略
記
」
あ
り
。
何
れ
も
用
紙
を
同
 

－ 

く
し
、
筆
蹟
を
同
く
す
。
現
に
観
念
浄
（
※
法
）
門
要
略
記
は
「
建
治
二
年
［
丙
子
］
四
月
十
五
日
書
了
」
と
あ
り
て
、
本
書
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と
引
つ
ぐ
き
に
写
さ
れ
し
こ
と
を
示
す
。
蓋
し
入
阿
も
亦
善
導
の
五
部
九
巻
の
研
究
者
で
あ
つ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
 

入
阿
と
は
抑
ノ
、
如
何
な
る
人
な
り
や
、
弁
阿
聖
光
の
弟
子
に
入
阿
（
敬
蓮
社
入
西
）
あ
り
即
ち
良
忠
の
同
門
で
あ
る
。
 

令
浄
土
学
』
（
復
刻
版
）
二
、
 
・
五
五
九
ー
五
六
〇
頁
 
※
傍
線
・
括
弧
内
は
筆
者
）
 

こ
こ
で
、
『
観
経
疏
顕
意
抄
』
が
建
治
二
（
二
一
七
六
）
年
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
「
要
略
記
」
の
題
号
を
有
す
る
諸
本
は
同
一
の
 

用
紙
・
筆
跡
で
あ
り
、
殊
に
『
観
念
法
門
要
略
記
』
は
書
写
奥
書
か
ら
『
観
経
疏
顕
意
抄
』
と
引
き
続
き
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
撰
者
入
阿
に
言
及
し
、
敬
蓮
社
の
名
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
 

以
上
の
法
、
往
、
観
、
般
四
部
の
要
略
記
が
観
経
疏
顕
意
抄
と
共
に
欣
浄
の
沙
門
入
阿
の
撰
述
な
る
を
知
る
べ
く
、
入
阿
が
建
 

治
二
年
以
前
に
善
導
の
所
謂
五
部
九
巻
の
全
て
に
註
釈
を
書
け
る
相
当
な
浄
土
門
の
学
匠
で
あ
つ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
 

殊
に
弁
長
門
下
の
入
阿
に
就
い
て
は
 

一
名
入
西
、
敬
蓮
社
と
号
し
 

思
ふ
に
、
金
沢
文
庫
に
於
け
る
「
観
経
疏
顕
意
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抄
」
、
及
び
法
・
往
・
観
・
般
の
「
要
略
記
」
は
、
此
多
数
の
著
述
講
演
を
な
せ
し
、
鎮
西
門
下
の
高
足
に
し
て
、
や
が
て
良
 

忠
の
法
兄
弟
た
る
入
阿
の
著
述
の
古
鈔
本
と
見
て
よ
か
ら
う
。
 

敬
蓮
社
入
阿
は
、
既
に
鎮
西
門
下
よ
り
鎌
倉
に
至
り
住
せ
 

し
こ
と
あ
り
と
せ
ば
、
文
庫
に
多
数
の
入
阿
著
述
写
本
を
見
る
こ
と
頗
る
自
然
で
あ
る
。
若
し
然
ら
ば
こ
れ
等
要
略
記
は
、
鎮
 

西
流
義
研
究
上
の
珍
籍
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
 

（
前
掲
書
五
七
三
ー
五
七
四
頁
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

と
、
『
観
経
疏
顕
意
抄
』
お
よ
び
四
部
の
『
要
略
記
』
は
入
阿
の
著
述
で
あ
る
と
推
定
し
、
鎌
倉
に
住
し
た
敬
蓮
社
の
著
述
写
本
が
 

あ
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
「
鎮
西
流
義
研
究
上
の
珍
籍
と
云
ふ
べ
き
」
と
評
価
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
坪
井
俊
映
博
士
は
、
「
金
沢
文
庫
蔵
観
経
疏
散
善
義
顕
意
抄
（
入
阿
述
）
に
つ
い
て
」
（
一
九
六
〇
年
）
と
題
す
る
論
攷
に
 

お
い
て
、
 

撰
者
入
阿
は
聖
光
房
弁
長
の
門
人
と
い
わ
れ
、
良
忠
と
同
門
の
人
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
顕
意
抄
の
他
に
、
現
に
金
沢
文
庫
に
 

一 

往
生
礼
讃
、
観
念
法
門
、
法
事
讃
の
注
釈
書
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
顕
意
抄
は
「
大
智
律
師
云
」
と
し
て
宋
霊
芝
元
照
の
説
を
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多
く
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
法
位
、
用
欽
、
龍
興
、
智
光
、
太
賢
等
の
説
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
師
の
中
に
既
に
 

は
そ
の
著
書
の
失
わ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
て
入
阿
は
聖
光
門
下
に
お
い
て
良
忠
に
次
ぐ
博
学
な
学
徒
で
あ
つ
た
 

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 

（
『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
三
七
九
・
一
ー
二
頁
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

と
述
べ
て
、
塚
本
博
士
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
承
け
て
か
、
『
浄
土
宗
大
辞
典
』
に
お
け
る
「
入
阿
」
の
項
で
は
、
 

一
一
九
九
ー
一
二
八
一
 
（
正
治
一
ー
弘
安
四
〈
一
説
弘
安
八
〉
）
敬
蓮
社
入
西
。
鎮
西
弁
長
の
門
人
。
長
州
（
山
口
県
）
の
人
 

著
書
に
は
『
観
経
顕
意
鈔
』
『
行
義
分
要
略
記
』
な
ど
が
あ
る
。
 

（
三
・
一
三
五
頁
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

と
、
入
阿
は
敬
蓮
社
入
西
の
こ
と
で
、
著
作
に
は
『
観
経
疏
顕
意
抄
』
と
行
儀
分
の
『
要
略
記
』
が
あ
る
旨
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
 

以
上
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
撰
号
に
あ
る
入
阿
を
鎮
西
義
の
敬
蓮
社
入
西
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
見
解
は
、
 

著
述
の
内
容
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
点
に
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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口
 
空
寂
（
九
品
寺
流
）
説
 

一
方
で
、
坪
井
博
士
は
前
掲
稿
の
一
年
後
、
「
金
沢
文
庫
蔵
観
経
疏
顕
意
抄
の
著
者
入
阿
に
つ
い
て
」
（
一
九
六
一
年
）
と
題
し
た
 

論
攷
に
お
い
て
、
 

筆
者
も
か
っ
て
は
、
こ
の
（
※
塚
本
博
士
前
掲
稿
）
説
に
讃
同
し
て
顕
意
抄
の
著
者
入
阿
は
浄
土
宗
二
祖
聖
光
房
弁
長
の
門
人
 

と
考
え
て
い
た
が
、
本
書
の
内
容
を
解
読
し
、
法
然
門
下
の
異
流
の
教
義
と
比
較
研
究
を
す
る
に
及
ん
で
、
本
書
の
著
者
入
阿
 

が
は
た
し
て
聖
光
門
下
の
入
阿
入
西
の
こ
と
な
り
や
疑
わ
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

令
金
沢
文
庫
研
究
』
六
四
・
四
頁
上
ー
中
 
※
傍
線
・
括
弧
内
は
筆
者
）
 

と
、
撰
者
入
阿
に
つ
い
て
、
内
容
検
討
に
よ
り
敬
蓮
社
入
西
と
推
定
す
る
こ
と
に
疑
念
が
生
じ
た
と
し
、
①
鎌
倉
室
町
期
の
資
料
に
 

敬
蓮
社
入
西
に
著
作
の
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
も
の
が
な
い
、
②
敬
蓮
社
入
西
が
鎌
倉
に
居
住
し
た
記
録
は
あ
る
が
永
ら
く
滞
在
し
た
 

と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
③
同
門
の
良
忠
が
敬
蓮
社
入
西
の
著
作
に
全
く
触
れ
な
い
、
④
入
阿
と
号
し
た
九
品
寺
流
の
空
寂
に
は
『
観
 

経
疏
』
註
釈
書
八
巻
の
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
四
つ
の
観
点
、
な
か
で
も
④
に
鑑
み
て
、
 

長
西
門
下
の
入
阿
の
著
し
た
も
の
か
、
聖
光
門
下
の
入
阿
の
も
の
か
、
顕
意
抄
の
内
容
を
充
分
に
比
較
検
討
し
て
見
る
必
要
が
 

あ
る
。
 

（
前
同
、
四
頁
下
）
 

と
、
内
容
面
の
検
討
の
必
要
性
を
提
示
し
、
以
下
の
よ
う
に
考
察
す
る
。
 

こ
の
顕
意
抄
は
主
と
し
て
科
文
解
釈
の
方
法
に
よ
っ
て
観
経
疏
を
釈
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
自
己
の
見
解
を
述
べ
る
所
が
少
 

な
い
が
 

専
雑
二
修
と
正
雑
二
行
と
を
区
別
し
て
い
る
。
 

こ
の
専
雑
二
修
と
正
雑
二
行
と
を
別
の
も
の
と
す
る
考
え
は
 

覚
明
房
長
西
の
専
雑
二
修
義
（
金
沢
文
庫
蔵
）
と
同
じ
で
あ
っ
て
 

こ
の
長
西
の
専
雑
二
修
義
の
考
え
と
入
阿
の
顕
意
抄
の
 

考
え
と
が
同
じ
思
想
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
の
み
で
も
っ
て
も
顕
意
抄
の
著
者
入
阿
が
鎮
西
聖
光
の
教
え
を
 

受
け
て
著
わ
し
た
聖
光
門
下
の
入
阿
入
西
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
覚
明
房
長
西
の
考
え
を
受
け
た
入
阿
の
も
の
と
見
る
こ
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と
が
で
き
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
顕
意
抄
に
は
 

専
修
念
仏
一
行
の
も
の
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
 

諸
行
雑
行
を
 

認
め
て
い
る
。
こ
れ
法
然
上
人
が
念
仏
諸
行
を
相
対
し
て
廃
立
を
立
て
ら
れ
た
立
場
と
全
然
異
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
聖
浄
並
 

ニ
 

レ
ハ
 

シ
 

ト
ノ
 

o
 

o
 

ニ
 

ノ
 

ト
イ
ハ
ハ
 

修
の
立
場
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
観
経
疏
の
回
向
発
願
心
釈
に
「
三
心
既
具
無
一
行
不
フ
成
、
願
行
既
成
若
不
レ
 

リ
 

o
ハ
 

ク
 

ノ
 

o
ハ
 

ク
 

チ
 

レ
 

生
者
無
レ
有
二
是
処
一
也
」
の
文
に
あ
る
「
願
行
」
を
釈
し
て
、
「
』
一
タ
願
行
一
者
願
謂
願
往
生
心
即
是
三
心
也
行
謂
五
念
等
行
即
是
 

万
行
也
」
と
い
う
。
法
然
上
人
で
は
こ
の
「
願
行
」
 
の
行
を
称
名
の
一
行
と
す
る
に
対
し
て
、
顕
意
抄
は
万
行
と
釈
す
る
如
き
 

は
万
行
往
生
即
ち
諸
行
往
生
説
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
顕
意
抄
は
 

明
確
に
諸
行
本
願
義
の
主
張
を
見
る
こ
と
 

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

観
経
疏
顕
意
抄
の
著
者
入
阿
は
聖
光
房
弁
長
門
下
の
入
阿
で
は
な
く
し
て
、
覚
明
房
長
西
の
門
人
 

入
阿
空
寂
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
 

（
前
同
、
四
頁
下
ー
五
頁
中
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

⑩
 

す
な
わ
ち
、
専
雑
二
修
理
解
に
お
け
る
長
西
と
の
一
致
や
諸
行
本
願
義
的
主
張
か
ら
、
入
阿
は
空
寂
で
あ
る
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
を
承
け
て
か
、
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
の
「
入
阿
」
の
項
で
は
、
 

正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
ー
弘
安
四
年
（
一
ニ
八
こ
。
 
一
説
に
は
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
寂
。
敬
蓮
社
入
西
。
聖
光
の
門
弟
 

で
、
聖
光
の
講
義
録
『
西
宗
要
』
の
末
尾
（
浄
全
一
〇
・
二
四
二
下
）
に
こ
の
講
義
の
列
席
者
と
し
て
名
前
が
あ
り
、
筑
後
天
 

福
寺
に
お
い
て
良
忠
ら
と
共
に
、
宗
義
を
相
伝
さ
れ
た
人
師
と
さ
れ
て
い
る
 

そ
の
他
に
善
導
の
五
部
九
巻
の
著
作
に
対
す
 

る
注
釈
書
、
『
観
経
玄
義
分
顕
意
抄
』
『
往
生
礼
讃
要
略
記
』
な
ど
が
入
阿
の
著
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
長
西
の
門
弟
 

入
阿
空
寂
の
も
の
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
聖
光
滅
後
は
鎌
倉
に
住
し
、
在
阿
が
往
生
浄
土
の
正
義
を
求
め
て
入
阿
を
尋
ね
 

た
と
も
さ
れ
る
。
現
在
大
本
山
善
導
寺
境
内
に
廟
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
 

（
一
一
七
〇
頁
ー
一
一
七
一
頁
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

と
あ
り
、
『
浄
土
宗
大
辞
典
』
同
様
、
人
師
と
し
て
は
敬
蓮
社
入
西
を
解
説
す
る
が
、
各
種
著
作
に
関
し
て
は
空
寂
の
も
の
と
す
る
 

説
を
有
力
視
し
た
解
説
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
撰
号
に
あ
る
入
阿
は
、
前
述
し
た
敬
蓮
社
入
西
説
で
積
み
残
さ
れ
て
い
た
内
容
面
の
検
討
が
為
さ
れ
た
こ
と
で
、
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九
品
寺
流
の
空
寂
と
見
る
の
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
も
こ
の
見
解
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
坪
井
博
士
の
見
解
は
 

『
観
経
疏
顕
意
抄
』
の
撰
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
厳
密
に
は
『
要
略
記
』
の
撰
者
「
入
阿
」
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。
 

た
し
か
に
『
観
経
疏
顕
意
抄
』
と
『
観
念
法
門
要
略
記
』
の
書
写
奥
書
か
ら
書
写
年
時
が
近
接
し
て
料
紙
も
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
は
 

有
力
な
手
が
か
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
題
号
が
「
顕
意
抄
」
と
「
要
略
記
」
と
で
異
な
る
点
を
無
視
し
て
同
一
人
師
の
著
作
と
見
る
 

こ
と
は
、
些
か
早
計
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
に
『
要
略
記
』
の
撰
者
入
阿
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
 

三
 

『
要
略
記
』
撰
者
入
阿
の
検
討
 

」
れ
よ
り
、
『
要
略
記
』
の
撰
者
入
阿
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
座
を
加
え
て
検
討
を
試
み
た
い
。
 

H
 
『
持
阿
見
聞
』
を
手
が
か
り
と
し
て
 

撰
者
入
阿
を
特
定
す
る
に
あ
た
り
、
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
他
師
の
著
作
に
「
入
阿
」
 
の
名
を
出
し
て
引
用
さ
れ
る
文
言
で
あ
る
。
 

た
と
え
ば
、
比
較
的
入
阿
と
近
い
時
代
に
活
躍
し
た
と
推
測
で
き
る
鎮
西
義
の
持
阿
良
心
（
一
二
六
ニ
ー
一
三
二
三
）
の
『
選
択
 

決
疑
抄
見
聞
』
（
以
下
、
『
持
阿
見
聞
』
）
一
下
に
は
、
入
阿
の
名
を
七
回
確
認
で
き
、
な
か
に
は
、
 

ノ
 

ノ
 

ノ
 

ニ
 

ハ
ク
 

⑩

 

又
恵
観
、
甲
斐
空
寂
本
願
義
入
阿
等
義
云
…
 

（
五
七
丁
左
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

と
、
入
阿
が
本
願
義
（
九
品
寺
流
）
の
人
師
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
用
例
も
あ
る
。
な
お
、
直
前
の
 
「
甲
斐
空
寂
」
と
あ
る
の
も
、
 

入
阿
に
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
源
流
章
』
に
、
 

ニ
 

リ
 

シ
テ
 

ニ
 

メ
 

チ
 

ヲ
 

ニ
 

ス
 

ヲ
 

ノ
 

ニ
シ
テ
 

ナ
リ
 

ニ
 

リ
テ
 

ニ
 

ム
 

ヲ
 

先
有
二
空
寂
公
『
住
二
竹
林
寺
一
弘
二
持
浄
教
「
大
施
二
化
導
『
長
西
門
人
 
学
解
神
足
。
後
至
二
甲
斐
国
一
弘
二
浄
土
教
？
 

令
大
正
蔵
』
八
四
・
二
〇
一
頁
上
ー
中
 
※
傍
線
は
筆
者
）
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と
あ
り
、
竹
林
寺
に
住
し
た
先
哲
と
し
て
長
西
門
弟
の
空
寂
を
挙
げ
、
後
に
甲
斐
国
に
移
住
し
て
浄
土
教
を
広
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
 

る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
持
阿
見
聞
』
 
一
下
の
な
か
で
も
、
 

諸
部
律
泉
ハ
者
、
町
o

今
所
レ
を
衛
、
」
街
何
外
ル
乎
o

答o

【
入
阿
空
寂
】
机
Rl
や

b
隅
二
二
剰
入
聖
「
、
島
通
ー
力
三
剰
入
 

ニ
 

ニ
 

ヘ
リ
 

ト
 

聖
得
果
一
故
、
云
二
亦
可
摂
一
［
云
云
］
。
 

（
」
ハ
四
丁
右
ー
左
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

と
、
入
阿
が
空
寂
で
あ
る
こ
と
が
註
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
良
栄
（
ー
一
四
一
八
）
の
『
論
註
記
見
聞
』
に
も
、
「
本
願
義
学
者
、
 

甲
斐
空
寂
。
亦
名
二
入
阿
一
」
（
『
浄
全
』
巻
一
・
四
八
四
頁
下
 

※
傍
線
は
筆
者
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
鑑
み
れ
ば
、
「
甲
斐
 

国
の
空
寂
～
本
願
義
e
K
阿
」
と
の
文
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
加
o

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
左
の
よ
う
な
『
観
経
疏
顕
意
抄
』
 

と
の
一
致
が
確
認
で
き
た
の
で
、
対
照
し
て
示
し
て
み
よ
う
（
※
対
照
の
便
宜
上
、
訓
点
は
省
略
し
て
傍
線
を
付
し
た
）
。
 

⑩
 

『
持
阿
見
聞
』
五
（
一
丁
左
ー
二
丁
右
）
 

『
散
善
義
顕
意
抄
』
（
『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
三
七
・
三
四
頁
）
 

汝
好
持
是
等
者
 

【
入
阿
】
有
云
持
若
念
仏
者
之
文
」
云
持
 

問
是
語
者
指
何
文
歟
答
指
若
念
仏
者
之
文
 

是
語
也
 

こ
れ
は
、
『
観
無
量
寿
経
』
流
通
分
の
「
汝
好
持
是
語
」
（
『
聖
典
全
書
』
一
・
九
九
頁
）
を
註
釈
し
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
持
阿
が
 

「
有
云
」
と
し
て
挙
げ
る
説
に
は
「
入
阿
」
と
の
傍
註
が
付
さ
れ
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
「
是
語
」
を
直
前
の
「
若
念
仏
者
」
（
『
聖
典
 

全
書
』
一
・
九
八
頁
）
の
こ
と
と
解
釈
す
る
説
示
は
、
『
散
善
義
顕
意
抄
』
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
に
確
認
し
た
『
観
 

経
疏
顕
意
抄
』
の
撰
者
入
阿
が
九
品
寺
流
の
空
寂
で
あ
る
と
す
る
坪
井
博
士
の
見
解
を
補
強
す
る
と
と
も
に
、
持
阿
の
い
う
入
阿
は
 

空
寂
を
指
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
次
の
よ
う
な
『
要
略
記
』
と
の
一
致
も
確
認
で
き
た
の
で
対
照
 

し
て
み
よ
う
（
※
対
照
の
便
宜
上
、
訓
点
は
省
略
し
て
傍
線
を
付
し
た
）
。
 

『
持
阿
見
聞
』
五
（
三
〇
丁
右
）
 

『
要
略
記
』
下
（
二
四
丁
左
）
 

坐
時
等
者
一
義
如
抄
【
入
阿
】
有
云
坐
金
蓮
時
離
三
界
生
故
 

即
得
無
生
坐
金
蓮
時
即
極
楽
身
無
生
三
界
故
云
無
生
 

12 



称名寺聖教『法事讃要略記」における諸問題の検討 

云
無
生
是
果
報
無
生
也
［
云
云
］
 

当
該
箇
所
は
、
『
法
事
讃
』
所
説
の
「
坐
時
即
得
無
生
忍
」
（
『
聖
典
全
書
』
一
・
八
四
三
頁
）
に
関
連
し
て
の
註
釈
箇
所
で
あ
る
。
 

文
言
こ
そ
や
や
異
な
る
が
、
「
金
蓮
に
坐
す
る
時
に
三
界
の
生
を
離
れ
る
こ
と
を
無
生
と
い
う
」
と
の
文
意
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
 

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
に
『
持
阿
見
聞
』
に
お
け
る
入
阿
の
説
示
が
『
観
経
疏
顕
意
抄
』
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
 

し
た
が
、
『
要
略
記
』
で
も
一
致
を
見
せ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
『
要
略
記
』
の
撰
者
入
阿
も
空
寂
と
す
る
見
解
が
成
立
す
る
。
 

以
上
、
『
持
阿
見
聞
』
に
見
ら
れ
る
「
入
阿
」
 
に
つ
い
て
、
持
阿
自
身
が
九
品
寺
流
の
空
寂
で
あ
る
と
示
し
て
お
り
、
実
際
に
 

『
観
経
疏
顕
意
抄
』
と
説
示
の
一
致
が
看
取
で
き
る
。
そ
し
て
、
『
要
略
記
』
と
の
一
致
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『
要
略
記
』
の
撰
 

者
入
阿
は
空
寂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

口
 

『
聖
聡
記
』
を
手
が
か
り
と
し
て
 

前
項
に
て
、
『
要
略
記
』
の
撰
者
入
阿
は
空
寂
と
考
え
ら
れ
る
旨
を
論
じ
た
。
し
か
し
、
現
状
で
は
判
断
材
料
が
不
十
分
で
あ
る
 

感
は
否
め
な
い
。
そ
こ
で
見
解
を
さ
ら
に
補
強
す
る
た
め
、
入
阿
の
活
躍
し
た
時
代
か
ら
少
し
下
る
が
、
鎮
西
義
の
聖
聡
（

二二
」ハ 

六
ー
一
四
四
〇
）
の
『
小
経
直
談
要
註
記
』
（
以
下
『
聖
聡
記
』
）
を
通
し
て
重
ね
て
検
討
を
加
え
、
入
阿
が
空
寂
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
 

た
い
。
 

『
聖
聡
記
』
に
は
、
岸
一
英
氏
の
解
題
に
、
 

聖
聡
が
私
段
に
お
い
て
引
用
す
る
書
籍
類
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
今
経
の
末
疏
と
し
て
は
よ
く
引
用
さ
れ
な
が
ら
、
特
に
今
 

に
伝
え
ら
れ
な
い
、
入
阿
の
『
要
註
記
』
が
注
目
さ
れ
る
。
 

（
『
聖
聡
上
人
典
籍
研
究
』

三
三
頁
 
※
傍
線
は
筆
者
）
 

と
あ
る
よ
う
に
、
「
入
阿
云
」
あ
る
い
は
「
入
阿
要
註
云
」
、
「
已
上
要
註
記
」
等
と
記
し
て
、
計
一
九
回
に
お
よ
ぶ
引
用
が
確
認
で
 

⑩
 

き
る
。
そ
し
て
、
岸
氏
が
、
 

13 



称名寺聖教『法事讃要略記』における諸問題の検討 

A 

そ
の
『
要
註
』
は
『
阿
弥
陀
経
』
に
対
す
る
末
疏
と
考
え
ら
れ
る
が
、
聖
聡
の
引
用
す
る
諸
書
が
こ
れ
を
除
い
て
大
半
が
そ
の
 

内
容
を
伝
え
ら
れ
る
な
か
、
そ
の
書
物
自
体
の
正
式
の
具
名
、
入
阿
な
る
人
物
の
特
定
な
ど
全
く
不
明
と
い
っ
て
よ
い
。
 

9
聖
聡
上
人
典
籍
研
究
』
・
三
五
頁
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

と
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
典
籍
的
性
格
や
入
阿
と
い
う
人
師
に
つ
い
て
は
不
明
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
岸
氏
は
、
 

次
に
『
事
讃
記
』
に
お
け
る
「
彼
土
の
下
は
別
し
て
極
楽
の
得
名
を
明
か
す
」
の
文
を
引
用
し
た
後
、
「
入
阿
の
云
く
」
と
し
 

て
、
以
下
の
経
文
の
細
判
を
示
す
。
『
大
経
直
談
要
註
記
』
に
お
い
て
は
『
科
段
経
』
な
ど
に
依
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
記
し
て
 

い
た
が
、
『
小
経
直
談
要
記
』
に
お
い
て
は
、
 
一
度
も
そ
の
よ
う
な
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
入
阿
 

の
説
に
よ
っ
て
、
前
述
の
入
阿
の
『
要
註
』
が
『
小
経
』
の
末
疏
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
に
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
経
文
の
 

細
科
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
 

こ
の
入
阿
の
科
段
の
方
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
用
い
ら
 

れ
て
い
る
も
の
で
‘
・
・
 

（
『
聖
聡
上
人
典
籍
研
究
』
三
六
ー
三
七
頁
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

⑩
 

と
、
入
阿
の
「
要
註
」
が
『
小
経
』
註
釈
書
で
あ
り
、
科
段
は
今
日
ま
で
用
い
ら
れ
る
ほ
ど
影
響
の
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
『
聖
聡
記
』
に
お
い
て
は
入
阿
の
『
要
註
記
』
（
以
下
、
『
入
阿
記
』
）
が
重
要
な
位
置
に
あ
る
が
、
撰
者
を
は
じ
め
 

と
し
て
そ
の
詳
細
は
不
明
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
回
、
『
入
阿
記
』
と
『
要
略
記
』
と
の
間
で
、
文
言
の
一
致
と
い
う
緊
密
な
 

関
係
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
に
『
聖
聡
記
』
に
お
け
る
『
入
阿
記
』
引
用
の
全
例
と
『
要
略
記
』
と
を
対
照
し
て
み
 

よ
う
（
※
上
段
に
『
聖
聡
記
』
所
引
『
入
阿
記
』
本
文
と
括
弧
内
に
『
浄
全
』
 
二
二
の
頁
数
を
、
下
段
に
『
要
略
記
』
巻
下
の
本
文
と
括
弧
内
 

に
原
本
の
丁
数
を
示
し
た
。
ま
た
対
照
の
便
宜
上
、
訓
点
は
省
略
し
て
傍
線
等
を
付
し
た
）
。
 

①
 

衆
者
梵
云
僧
伽
四
人
已
上
理
事
和
通
滅
悪
生
善
名
為
衆
［
已
上
 

]
 

（
三
一
四
頁
下
）
 

衆
者
梵
云
僧
伽
四
人
已
上
理
事
和
通
滅
悪
生
善
故
名
為
衆
 

（
二
丁
右
）
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称名寺聖教『法事讃要略記」における諸問題の検討 

入
阿
云
 
阿
羅
漢
者
此
有
三
翻
一
云
応
供
堪
受
物
供
即
乞
士
果
 

二
云
殺
賊
摧
伏
魔
怨
即
怖
魔
果
三
云
無
生
結
尽
苦
亡
即
破
悪
果
 

即
如
下
列
［
已
上
］
 

③
 

私
勘
云
 
入
阿
要
註
云
 

（
三
一
六
頁
上
）
 

摩
訶
迦
旃
延
此
翻
文
飾
善
讃
説
故
又
云
 

縄
扇
西
国
多
熱
人
家
門
前
置
扇
後
有
無
知
人
旋
旋
将
去
遂
以
縄
 

結
之
迦
旃
延
母
夫
早
亡
後
独
養
旃
延
於
一
時
中
母
子
相
随
出
見
 

人
家
門
前
縄
扇
随
風
飄
颶
不
落
於
地
母
問
子
日
扇
不
落
地
由
何
 

子
日
由
縄
繋
之
母
日
我
不
改
嫁
亦
由
於
汝
故
号
縄
扇
従
喩
為
名
 

更
発
勝
心
論
議
第
一
 
［矣］ 

（
三
二
二
頁
下
ー
三
二
三
頁
上
）
 

④
 

私
勘
云
入
阿
要
註
日
離
婆
多
此
云
星
宿
父
母
従
星
乞
求
得
故
 

以
為
名
或
云
仮
和
合
此
人
値
雨
止
宿
神
祠
深
夜
小
鬼
携
屍
欲
食
 

須
臾
大
鬼
出
来
争
屍
各
言
我
自
将
来
大
鬼
力
強
奪
食
小
鬼
日
梁
 

上
之
人
具
見
其
由
驚
怖
依
実
判
日
小
鬼
将
来
大
鬼
聞
語
発
怒
擒
 

此
人
抜
一
脚
食
之
而
去
小
鬼
感
其
証
明
即
取
死
屍
一
足
連
補
彼
 

脚
厳
如
旧
質
即
自
思
惟
此
身
虚
幻
詣
諸
仏
所
日
生
死
路
別
彼
此
 

体
分
仮
合
身
躯
一
何
如
故
世
尊
告
言
四
大
仮
合
五
蘊
如
幻
悟
何
 

阿
羅
漢
者
此
有
三
翻
一
云
応
供
堪
為
物
供
即
乞
士
果
二
云
殺
賊
 

催
伏
魔
怨
即
怖
魔
果
三
云
無
生
結
尽
苦
亡
即
破
悪
果
即
如
下
列
 

（一一丁左） 

迦
旃
延
者
此
翻
文
飾
善
讃
説
故
 

（
三
丁
左
）
 

離
婆
多
者
此
翻
星
宿
父
母
従
星
乞
求
得
故
或
云
仮
和
合
謂
甞
宿
 

空
1
0
宇
証
二
鬼
争
屍
依
実
判
帰
少
鬼
大
鬼
怒
抜
其
手
足
少
鬼
取
屍
 

補
之
故
以
為
名
 

（三
丁
左
）
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称名寺聖教「法事讃要略記』における諸問題の検討 

脱
乎
因
悟
出
家
即
成
聖
果
此
尊
者
常
傷
其
一
足
［
已
上
］
 

（
三
二
三
頁
下
）
 

⑤
 

私
勘
云
入
阿
要
註
日
摩
訶
怐
締
羅
［
如
記
］
業
熟
帰
国
姉
已
 

顔
衰
甥
亦
出
家
辞
姉
入
寺
覓
仏
論
議
頂
戴
火
盆
身
被
鉄
葉
髪
毛
 

至
地
爪
長
尺
余
心
懐
僑
慢
傍
如
無
人
語
世
尊
日
我
甥
何
法
教
導
 

便
求
論
議
世
尊
日
汝
以
何
法
為
其
宗
耶
彼
答
日
我
是
以
不
受
一
 

切
法
為
宗
世
尊
日
不
受
一
切
法
之
告
la
已
受
之
雖
乃
堕
負
慢
心
未
 

息
世
尊
為
現
神
力
令
其
鉄
葉
東
身
火
盆
焼
頂
悶
絶
伏
地
至
心
懺
 

悔
謝
請
仏
出
家
因
悟
空
理
得
於
道
果
名
日
悟
空
［
已
上
］
 

（
三
二
三
頁
上
）
 

⑥ 入
阿
云
 
二
別
釈
依
正
中
二
初
釈
依
報
二
明
正
報
初
中
又
二
初
 

略
釈
名
義
二
広
明
勝
相
初
中
 

（
三
四
四
頁
下
）
 

⑦
 

入
阿
云
一
一
池
閣
中
分
四
初
明
池
水
徳
二
池
畔
階
道
三
階
上
楼
 

閣
四
池
中
蓮
花
今
初
 

（
三
五
七
頁
下
）
 

⑧
 

私
日
入
阿
云
 

拘
締
羅
者
此
翻
大
膝
々
蓋
大
故
舎
利
弗
舅
与
姉
論
義
論
常
勝
 

姉
々
孕
不
勝
知
懐
智
人
往
南
天
”
云
訊
誦
衆
経
無
暇
剪
爪
時
人
呼
 

為
長
爪
梵
志
 

（
三
丁
左
）
 

高
座
至
讃
云
者
第
二
別
釈
此
中
二
初
明
依
報
二
明
正
報
 （

九
丁
左
）
 

初
明
池
水
徳
二
池
畔
階
道
三
階
上
楼
閣
四
池
中
蓮
花
五
結
示
 

（
一
一
丁
左
）
 

念
仏
知
仏
恩
重
念
法
知
法
功
深
念
僧
知
僧
大
又
一
念
仏
知
仏
恩
重
念
法
知
法
功
深
念
僧
知
僧
徳
大
当
知
此
界
心
垢
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称名寺聖教『法事讃要略記』における諸問題の検討 

念
仏
願
速
成
正
覚
念
法
願
勤
修
学
念
僧
願
親
参
預
又
念
自
心
仏
 

体
自
覚
了
念
自
心
法
軌
生
聖
道
念
自
心
僧
随
縁
和
合
三
宝
多
種
 

随
機
浅
深
当
知
此
界
心
垢
常
思
五
欲
彼
方
心
浄
専
念
三
宝
晨
タ
 

所
存
更
無
他
意
両
土
昇
沈
於
茲
可
見
［
己
上
要
註
］
 

（
三
七
四
頁
上
）
 

⑨ 入
阿
云
 

［
已
上
］
 

⑩
 

入
阿
云
 

器 

法
蔵
願
云
第
一
願
国
有
地
獄
餓
鬼
畜
生
者
不
取
正
覚
 

（
三
七
四
頁
下
）
 

大
経
云
彼
国
無
有
三
塗
苦
難
之
名
但
有
自
然
快
楽
之
 

音
是
故
其
国
名
日
安
楽
［
已
上
］
 

（三
七
四
頁
下
）
 

⑩
 

七
菩
提
分
者
一
択
法
謂
観
諸
法
時
簡
別
不
謬
二
精
進
謂
修
道
法
 

時
勤
心
不
懈
三
喜
謂
得
法
喜
楽
心
不
顛
倒
四
除
謂
断
除
諸
見
虚
 

偽
煩
悩
五
捨
謂
捨
離
念
著
永
不
追
憶
六
定
謂
発
諸
禅
定
不
起
妄
 

想
七
念
謂
定
慧
均
等
心
不
況
没
無
学
実
覚
七
事
能
到
故
名
為
分
 

八
聖
道
分
者
一
正
見
謂
修
無
漏
観
見
諦
理
分
明
二
正
思
惟
謂
見
 

四
諦
時
籌
量
覚
知
三
正
語
謂
遠
離
口
業
四
種
過
非
四
正
業
謂
除
 

滅
身
業
三
種
過
非
五
正
命
謂
通
除
二
業
五
種
邪
命
六
正
精
進
謂
 

常
思
五
欲
彼
方
心
浄
専
念
三
宝
晨
タ
所
存
更
無
他
意
両
土
昇
沈
 

於
茲
可
見
 

（
一
五
丁
左
）
 

如
法
蔵
願
云
設
我
得
仏
国
有
地
獄
餓
鬼
畜
生
者
不
取
正
覚
 

（
一
五
丁
左
ー
一
六
丁
右
）
 

如
大
経
云
彼
国
無
有
三
途
苦
難
之
名
但
有
自
然
快
楽
之
音
是
故
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其
国
名
日
安
楽
 

（
一
六
丁
右
）
 

七
菩
提
分
［
菩
提
是
覚
分
是
分
類
］
 
一
念
［
於
境
明
記
名
之
為
 

今出 

二
択
法
［
観
察
得
失
故
名
択
法
］
三
精
進
［
熾
然
修
善
号
 

為
精
進
］
四
喜
［
於
意
適
悦
故
得
喜
名
］
五
軽
安
［
調
暢
心
身
 

名
為
軽
安
］
六
定
［
専
注
所
縁
故
名
為
定
］
七
捨
［
遠
離
沈
掉
 

平
等
寂
静
目
之
為
捨
］
八
聖
道
分
［
契
理
通
神
目
之
為
聖
運
載
 

遊
履
称
之
為
道
］
 
一
正
思
惟
［
籌
量
義
理
名
正
思
惟
］
二
正
語
 

［
語
離
四
非
称
為
正
語
］
三
正
業
［
身
遠
三
過
名
為
正
業
］
四
 



称名寺聖教『法事讃要略記』における諸問題の検討 

修
涅
槃
道
有
勝
堪
能
七
正
念
謂
念
念
常
与
正
助
相
応
八
正
定
謂
 

以
無
漏
慧
相
応
入
定
初
果
巳
去
見
真
諦
理
皆
名
正
道
亦
名
聖
道
 

准
観
経
中
常
讃
念
仏
念
法
念
僧
或
説
苦
空
無
常
無
我
諸
波
羅
蜜
 

故
云
如
是
等
法
［
已
上
要
註
略
抄
］
 

（
三
七
三
頁
上
ー
下
）
 

⑩
 

器 

日
月
等
三
皆
是
破
闇
或
次
対
三
身
或
単
喩
智
徳
名
聞
光
者
名
聞
 

十
方
如
光
遍
照
大
焔
肩
者
言
相
両
肩
光
焔
在
智
双
照
真
俗
須
弥
 

灯
者
山
灯
即
喩
法
報
二
身
無
量
精
進
者
従
行
以
為
名
方
便
度
衆
 

生
未
曾
暫
懈
衆
生
無
量
悲
智
亦
然
［
已
上
要
註
記
］
 

（
四
〇
四
頁
下
）
 

⑩ 前
三
皆
名
無
量
初
即
寿
命
二
即
相
好
三
即
所
証
法
身
無
上
故
喩
 

如
幢
大
光
大
明
並
喩
仏
智
自
行
化
他
破
障
除
惑
宝
相
者
応
仏
相
 

好
如
宝
可
貴
浄
光
者
亦
即
法
報
也
間
初
無
量
寿
是
弥
陀
若
自
勧
 

讃
於
義
非
便
答
如
要
記
云
為
利
衆
生
称
揚
自
徳
諸
仏
常
途
而
弥
 

陀
自
証
明
何
非
便
乎
［
已
上
要
註
記
］
 

（
四
〇
五
頁
上
）
 

⑩
 

焔
肩
同
前
但
無
大
字
最
勝
音
同
上
妙
音
難
爼
者
法
身
堅
密
不
可
 

正
命
［
無
漏
身
語
離
五
邪
命
名
為
正
命
］
五
正
精
進
［
修
善
断
 

悪
有
勝
堪
能
目
為
精
進
］
六
正
念
［
明
記
所
縁
称
為
正
念
］
七
 

正
定
［
摂
心
不
乱
号
為
正
定
］
八
正
見
［
推
察
諦
理
故
名
正
 

見
］
准
観
経
中
常
讃
念
仏
念
法
念
僧
或
説
苦
空
無
常
無
我
諸
波
 

羅
蜜
故
云
如
是
等
法
 

（
一
五
丁
右
ー
左
）
 

日
月
灯
三
皆
是
破
闇
或
次
対
三
身
或
単
喩
智
徳
名
聞
光
者
名
聞
 

十
方
如
光
遍
照
大
焔
肩
者
ml
ロ
相
両
肩
光
焔
在
智
双
照
真
俗
須
弥
 

灯
者
山
灯
即
喩
法
報
二
身
無
量
精
進
従
行
為
名
 

（
二
七
丁
右
）
 

- 

前
三
仏
即
皆
名
無
量
初
是
寿
命
次
是
相
好
後
是
所
証
法
身
無
上
 

故
喩
如
憧
大
光
明
並
喩
仏
智
自
行
化
他
破
障
除
惑
言
宝
相
者
応
 

仏
相
好
如
宝
可
貴
ml
ロ
浄
光
者
即
法
報
也
問
初
無
量
寿
即
是
弥
陀
 

若
自
勧
讃
於
義
非
便
答
人
師
異
解
且
要
記
云
為
利
衆
生
称
揚
自
 

徳
諸
仏
常
途
弥
陀
証
明
何
非
便
乎
 

（
一
一
七
丁
左
）
 

一
焔
肩
同
前
但
無
大
字
最
勝
音
亦
同
上
妙
音
言
難
俎
者
法
身
堅
密
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称名寺聖教『法事讃要略記』における諸問題の検討 

破
壊
故
姐
謂
壊
也
日
生
者
如
世
晨
曦
破
晦
瞑
故
以
喩
日
出
網
明
 

者
法
門
交
映
如
帝
網
備
容
受
一
切
徳
故
［
已
上
要
註
記
］
 

（
四
〇
五
頁
下
）
 

⑩
 

獅
子
者
衆
聖
中
尊
故
以
獣
王
比
之
又
獅
子
一
吼
即
獣
聞
死
喩
仏
 

説
法
魔
外
消
亡
名
聞
名
光
義
同
前
釈
達
磨
者
此
翻
法
単
言
法
者
 

所
証
法
身
軌
持
万
化
故
次
ml
ロ
幢
者
高
出
物
表
故
三
言
持
者
住
持
 

常
住
故
［
已
上
要
註
記
］
 

（
四
〇
五
頁
下
）
 

⑩
 

梵
即
是
清
浄
法
音
清
朗
衆
楽
聞
故
宿
王
者
是
星
宿
中
王
所
謂
月
 

也
経
云
衆
星
之
中
月
天
子
為
第
一
即
喩
法
身
出
過
諸
法
香
上
者
 

衆
徳
如
香
超
諸
菩
薩
更
兼
智
徳
故
日
香
光
焔
肩
須
弥
同
前
可
知
 

  

雑
色
宝
華
者
以
万
行
因
華
厳
法
身
果
徳
下
宝
華
徳
義
亦
同
之
娑
 

羅
者
此
翻
堅
固
冬
夏
不
凋
即
喩
法
身
無
変
易
故
見
一
切
義
者
洞
 

達
諸
法
甚
深
義
趣
［
已
上
要
註
記
］
 

（
四
〇
六
頁
上
）
 

⑩
 

入
阿
云
信
受
我
語
者
謂
信
教
也
倩
以
五
濁
正
覚
彰
本
懐
於
一
 

巻
之
妙
血
工
ハ
方
諸
仏
致
証
誠
於
三
字
之
梵
号
勿
疑
慮
不
可
不
信
 

如
義
疏
云
須
信
非
馮
他
力
截
業
惑
以
無
期
不
遇
此
門
脱
生
死
而
 

不
可
壊
故
俎
謂
壊
也
言
日
生
者
如
世
晨
曦
破
晦
瞑
故
言
網
明
者
 

法
門
交
映
如
帝
網
故
 

（
一
一
八
丁
右
）
 

師
子
者
衆
聖
中
尊
故
以
獣
王
比
之
又
師
子
一
吼
即
獣
聞
皆
死
喩
 

仏
説
法
魔
外
消
亡
名
聞
名
光
義
同
口
釈
達
磨
翻
法
単
云
法
者
是
 

所
説
法
身
軌
持
万
化
故
次
云
幢
者
高
出
物
表
故
三
云
持
者
任
持
 

常
住
故
 

（
二
八
丁
左
ー
二
九
丁
右
）
 

- 

言
梵
音
者
梵
即
是
浄
法
音
浄
朗
衆
楽
聞
故
ml
ロ
宿
王
者
是
星
中
王
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所
謂
月
也
経
云
衆
星
之
中
月
天
子
為
最
第
一
即
喩
法
身
出
過
諸
 

法
言
香
上
者
衆
徳
如
香
超
諸
菩
薩
更
兼
智
徳
故
云
香
光
焔
肩
須
 

弥
同
前
可
知
雑
色
宝
花
者
以
万
行
因
花
厳
法
身
果
徳
下
宝
花
徳
 

義
亦
同
之
二
1ロ
娑
羅
此
翻
堅
固
冬
夏
不
凅
即
喩
法
身
無
変
易
故
見
 

一
切
義
洞
達
諸
法
甚
深
義
趣
 

（
一
一
九
丁
左
）
 

信
我
語
者
是
信
教
也
良
以
五
濁
正
覚
彰
本
懐
於
一
巻
之
妙
典
六
 

方
諸
仏
致
証
誠
於
四
字
之
嘉
号
勿
疑
勿
慮
不
可
不
信
 （

三
一
丁
右
）
 



称名寺聖教「法事讃要略記』における諸問題の検討 

無
路
［
已
上
］
 

⑩
 

入
阿
云
 

（
四
〇
八
頁
上
）
 

一 

三
因
三
果
別
対
全
同
霊
芝
次
引
略
記
文
云
然
勧
信
受
 

為
成
願
生
是
仏
本
懐
不
可
軽
爾
凡
不
論
正
像
末
之
時
代
不
漏
已
 

今
当
罪
人
但
発
心
而
専
念
即
乗
仏
力
而
必
生
 
口矢］ （

四
〇
八
頁
下
）
 

⑩ 入
阿
云
 
正
説
既
終
衆
喜
受
持
展
転
伝
布
遍
於
四
海
垂
於
万
世
 

故
因
衆
散
以
為
流
通
一
切
世
間
者
総
収
四
部
別
挙
三
趣
阿
修
羅
 

者
此
翻
非
天
受
楽
如
天
懐
話
同
鬼
略
記
云
此
中
亦
応
有
菩
薩
衆
 

文
略
不
列
案
其
意
云
証
信
須
尊
徳
序
不
演
雑
衆
高
位
非
初
信
故
 

此
無
菩
薩
互
得
顕
示
非
是
闕
欠
故
称
讃
経
具
挙
菩
薩
也
歓
喜
謂
 

出
離
有
門
信
受
謂
憶
持
無
忘
得
法
開
心
仰
恩
荷
行
傾
誠
展
敬
志
 

願
流
通
［
已
上
］
 

（
四
一
一
頁
下
）
 

三
因
三
果
別
対
可
知
略
記
釈
云
然
勧
信
受
為
成
願
生
是
仏
本
懐
 

不
可
軽
爾
凡
不
論
正
像
末
之
時
代
不
漏
已
今
当
之
罪
人
但
発
弘
 

誓
而
専
念
即
乗
仏
力
而
必
生
是
故
至
国
土
 

（
三
一
丁
左
）
 

一
切
世
間
総
収
四
部
別
挙
三
趣
以
序
文
阿
修
羅
者
此
翻
非
天
受
 

楽
如
天
懐
諂
同
鬼
昌
1ロ
歓
喜
者
出
離
有
門
言
信
受
者
憶
持
修
習
得
 

－ 

法
開
懐
仰
恩
荷
徳
傾
誠
展
敬
志
願
流
通
 

（三
三
丁
左
）
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こ
の
よ
う
に
、
『
聖
聡
記
』
が
引
用
す
る
『
入
阿
記
』
と
『
要
略
記
』
の
文
と
は
、
 
相
当
の
一
致
率
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
 
し
か
 

し
な
が
ら
、
④
⑤
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
別
の
文
と
い
う
場
合
や
、
⑧
⑩
⑩
⑩
な
ど
に
顕
著
な
よ
う
に
、
前
後
あ
る
い
は
中
間
に
不
一
 

致
を
見
せ
る
場
合
も
確
認
で
き
る
。
そ
こ
に
問
題
を
有
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ー
つ
の
仮
説
を
立
て
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
 

ち
、
『
源
流
章
』
に
は
、
 

空
寂
上
ん
多
但
章
勢
大
経
机
二
五
為
疏
「
並
載
観
経
廃
遊
二
八
為
聾
又
熱
元
脇
弥
陀
叫
気
三
二
も
野
如
レ
局
等
也
o
 

一 



称名寺聖教『法事讃要略記』における諸問題の検討 

令
大
正
蔵
』
八
四
・
二
〇
〇
頁
下
ー
二
〇
一
頁
上
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

と
あ
り
、
「
兀
照
疏
』
に
対
す
る
註
釈
書
三
巻
の
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
小
論
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
要
略
記
』
 

に
お
け
る
『
小
経
」
註
釈
に
は
 
「
兀
照
疏
』
の
引
用
も
多
く
見
ら
れ
る
ほ
か
、
自
文
に
お
い
て
も
 
『
兀
照
疏
』
と
一
致
す
る
箇
所
が
 

多
々
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
複
合
的
に
考
え
る
と
、
空
寂
が
制
作
し
た
と
さ
れ
る
 
「
兀
照
疏
』
註
釈
書
が
、
『
聖
聡
記
』
所
引
の
 

『
入
阿
記
』
で
あ
り
、
そ
の
説
示
を
転
用
し
て
執
筆
し
た
、
も
し
く
は
先
ん
じ
て
執
筆
し
て
『
入
阿
記
』
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
の
が
 

『
要
略
記
』
で
あ
る
と
の
見
方
が
成
立
す
る
。
な
お
、
『
聖
聡
記
』
所
引
の
『
入
阿
記
』
と
『
要
略
記
』
と
で
一
致
し
な
い
箇
所
が
あ
 

る
こ
と
は
、
『
法
事
讃
』
と
い
う
別
典
籍
に
付
随
す
る
形
と
な
る
『
小
経
』
を
註
釈
す
る
に
あ
た
り
取
捨
省
略
し
た
、
あ
る
い
は
 

－

 

⑩
 

「
兀
照
疏
』
を
註
釈
す
る
に
あ
た
り
増
補
改
訂
し
た
と
見
る
こ
と
で
、
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
だ
ろ
、
つ
c
 

⑩
 

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
勘
案
す
れ
ば
、
『
要
略
記
』
の
撰
者
入
阿
は
、
九
品
寺
流
の
空
寂
で
あ
る
と
見
て
大
過
な
い
も
の
と
考
え
る
。
 

小
結
 

小
論
で
は
、
『
要
略
記
』
に
つ
い
て
二
、
三
の
観
点
か
ら
考
察
し
、
以
下
の
点
を
指
摘
し
た
。
 

①
 
コ
兀
照
疏
』
に
多
分
に
依
拠
す
る
特
徴
を
有
す
る
。
 

②
 
『
聖
聡
記
』
所
引
の
『
入
阿
記
』
の
説
示
が
『
要
略
記
』
と
概
ね
一
致
す
る
。
①
と
合
わ
せ
て
複
合
的
に
考
え
る
と
、
『
入
阿
 

記
』
は
厳
密
に
は
空
寂
の
 
「
兀
照
疏
』
に
対
す
る
三
巻
本
の
註
釈
書
で
あ
る
と
推
察
で
き
、
『
要
略
記
』
と
も
緊
密
な
関
係
に
 

あ
る
。
 

③
 
『
持
阿
見
聞
』
に
お
け
る
入
阿
引
文
と
の
一
致
と
②
の
観
点
か
ら
、
撰
者
「
入
阿
」
は
九
品
寺
流
の
「
空
寂
」
と
特
定
で
き
る
。
 

右
の
点
に
鑑
み
て
、
『
要
略
記
』
は
九
品
寺
流
研
究
、
ひ
い
て
は
中
世
浄
土
教
研
究
に
お
い
て
重
要
な
典
籍
で
あ
る
と
い
え
る
。
 

特
に
、
『
聖
聡
記
』
が
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
点
は
、
鎮
西
義
と
九
品
寺
流
の
関
係
を
窺
う
上
で
看
過
で
き
な
い
。
他
の
〈
要
略
記
〉
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称名寺聖教「法事讃要略記』における諸問題の検討 

と
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
人
師
間
の
関
係
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
、
中
世
浄
土
教
研
究
に
新
た
な
 

（個 

視
座
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
引
き
続
き
翻
刻
お
よ
び
検
討
を
進
め
、
称
名
寺
聖
教
を
視
座
と
し
て
中
世
 

浄
土
教
を
再
把
捉
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
 

註
 

①
 
目
録
番
号
一
九
三
函
三
ー
一
・
二
。
法
量
等
は
『
称
名
寺
聖
教
目
録
』
 
一
・
一
〇
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 

②
 
上
・
一
丁
右
、
下
・
一
丁
右
。
 

③
 
【
引
文
凡
例
】
①
旧
字
は
新
字
に
、
異
体
字
は
通
行
体
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
。
②
原
文
に
は
、
原
則
と
し
て
筆
者
の
訓
み
に
し
た
が
 

っ
て
訓
点
お
よ
び
句
読
点
を
付
し
た
。
③
隠
滅
箇
所
は
文
字
数
分
の
「
ロ
」
で
示
し
た
。
④
割
書
は
［
 
］
で
、
傍
註
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
 

な
る
文
字
の
直
前
に
【
 
】
で
、
そ
れ
ぞ
れ
括
っ
て
示
し
た
。
 

④
 
本
系
譜
は
、
静
見
『
法
水
分
流
記
』
（
牧
哲
義
「
『
吉
水
法
流
記
』
『
法
水
分
流
記
』
の
翻
刻
と
そ
の
研
究
」
〈
第
一
部
資
料
篇
〉
、
『
東
 

洋
学
研
究
』
三
〇
、
 
一
九
九
三
年
）
に
基
づ
き
、
小
論
に
関
連
す
る
人
師
を
中
心
に
抄
出
し
て
私
的
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
 

点
線
は
省
略
を
意
味
す
る
。
 

⑤
 
そ
の
他
、
八
正
道
等
の
用
語
解
説
が
智
周
（
六
六
八
ー
七
二
三
 
の
『
大
乗
入
道
次
第
』
に
お
け
る
説
示
と
合
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
 

き
て
お
り
、
 
南
都
系
の
影
響
も
窺
え
る
が
、
こ
の
点
は
検
討
が
及
ん
で
い
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
 

⑥
 
目
録
番
号
】
九
三
函
九
ー
一
・
二
（
散
善
義
顕
意
抄
）
、
九
三
函
一
〇
（
序
分
義
顕
意
抄
）
、
九
三
函
一
二
（
定
善
義
顕
意
抄
）
、
九
三
 

函
一
三
（
断
簡
二
丁
）
。
法
量
等
は
『
称
名
寺
聖
教
目
録
』
 
一
・
一
〇
四
ー
一
〇
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
う
ち
、
『
散
善
義
顕
意
 

抄
』
に
つ
い
て
は
、
坪
井
俊
映
博
士
に
よ
る
翻
刻
が
、
『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
三
七
九
（
一
九
六
〇
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

⑦
 
目
録
番
号
一
九
三
函
六
。
法
量
等
は
『
称
名
寺
聖
教
目
録
』
 
一
・
一
〇
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
伊
藤
眞
徹
博
士
に
よ
る
翻
刻
 

が
、
『
佛
專
學
報
』
二
〇
（
一
九
三
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

⑧
 
目
録
番
号
一
九
三
函
一
一
ー
一
・
二
。
三
巻
の
う
ち
巻
上
は
前
欠
の
二
二
丁
半
、
巻
中
は
後
欠
の
一
五
丁
半
、
巻
下
は
前
後
欠
の
四
丁
 

の
み
残
存
o

法
量
等
は
『
称
名
寺
聖
教
目
録
』
 
一
・
一
〇
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
伊
藤
眞
徹
博
士
に
よ
る
巻
上
の
翻
刻
が
、
 

『
佛
專
學
報
』
二
二
（
一
九
四
〇
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
伊
藤
博
士
に
よ
る
翻
刻
で
は
、
首
部
二
丁
を
欠
く
と
推
測
さ
れ
、
 

- n
乙
 

。

ノ

〕

 



称名寺聖教「法事讃要略記」における諸問題の検討 

今
日
披
閲
可
能
な
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
お
け
る
三
丁
目
か
ら
翻
刻
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
一
丁
目
に
 

も
中
巻
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
内
題
が
確
認
で
き
ず
、
ま
た
文
章
も
途
中
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
欠
落
が
あ
る
 

も
の
と
推
測
す
る
。
 

⑨
 
目
録
番
号
一
九
三
函
七
。
法
量
等
は
『
称
名
寺
聖
教
目
録
』
 
一
‘
一
〇
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
他
の
〈
要
略
記
〉
の
撰
号
が
 

「
欣
求
安
養
沙
門
入
阿
述
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
の
撰
号
は
「
欲
求
安
養
沙
門
入
阿
述
」
と
な
っ
て
い
る
。
 

⑩
 
坪
井
博
士
は
「
鎌
倉
に
お
け
る
諸
行
本
願
義
に
つ
い
て
」
（
一
九
六
八
年
）
に
お
い
て
も
、
 

と、 

入
阿
の
撰
述
し
た
も
の
に
善
導
の
五
部
九
巻
の
釈
書
が
あ
り
、
顕
意
抄
及
び
要
略
記
な
る
名
称
の
も
の
が
金
沢
文
庫
に
現
存
し
て
い
 

る
。
こ
の
入
阿
が
、
そ
の
著
書
の
内
容
よ
り
見
て
諸
行
本
願
義
を
主
張
し
た
人
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
長
西
門
下
の
空
寂
で
あ
る
こ
と
 

は
既
に
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る
［
※
 
「
拙
稿
金
沢
文
庫
蔵
観
経
疏
顕
意
抄
（
入
阿
述
）
本
文
並
に
解
題
（
四
頁
）
と
の
註
記
あ
り
H
 

而
て
、
こ
の
入
阿
空
寂
は
源
流
章
及
び
良
栄
理
本
の
論
註
記
見
聞
に
よ
る
と
甲
斐
国
に
住
し
た
よ
う
で
あ
る
。
甲
斐
国
に
あ
っ
た
入
 

阿
空
寂
の
著
作
が
、
い
か
な
る
理
由
で
金
沢
文
庫
に
伝
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
は
審
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
諸
行
本
願
 

義
を
主
張
す
る
多
く
の
学
僧
が
あ
い
つ
い
で
鎌
倉
に
あ
っ
て
弘
教
に
つ
と
め
て
い
た
と
こ
ろ
よ
り
、
い
つ
し
か
空
寂
の
も
の
も
伝
え
 

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
遺
憾
な
が
ら
空
寂
が
鎌
倉
に
住
し
た
こ
と
を
知
る
資
料
は
見
出
せ
な
い
。
金
沢
文
庫
に
現
存
す
る
入
阿
空
寂
 

の
観
経
疏
顕
意
抄
及
び
観
念
法
門
要
略
記
に
は
「
建
治
二
年
」
（
一
二
七
六
）
の
奥
書
が
あ
る
。
 

令
金
沢
文
庫
研
究
』
 
一
四
六
・
一
ー
二
頁
 

※
［
 

］
内
は
筆
者
）
 

入
阿
を
空
寂
と
し
た
上
で
、
甲
斐
に
住
し
た
空
寂
の
典
籍
が
鎌
倉
に
伝
来
し
た
経
緯
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
言
及
し
て
い
る
。
 

⑩
 
『
持
阿
見
聞
』
は
撰
者
お
よ
び
成
立
に
関
し
て
種
々
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
石
井
教
道
『
選
択
集
の
研
究
』
註
疏
篇
（
一
九
四
 

五
年
）
四
三
ー
四
六
頁
を
参
照
）
が
、
以
下
に
論
じ
る
内
容
に
は
大
き
く
影
響
し
な
い
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
言
や
註
記
 

等
を
参
照
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
現
存
最
古
と
目
さ
れ
る
慶
長
一
七
（
一
六
一
二
）
年
書
写
本
（
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
 

公
開
）
を
用
い
、
そ
の
巻
数
と
丁
数
を
示
し
た
。
 

⑩
 
「
甲
斐
空
寂
本
願
義
入
阿
」
の
文
字
列
に
関
し
て
、
「
空
寂
」
と
「
入
阿
」
の
間
に
「
本
願
義
」
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
別
人
と
見
 

る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
「
本
願
義
入
阿
」
は
元
来
註
記
的
に
付
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
書
写
・
流
伝
の
過
程
で
本
文
に
混
 

入
し
た
も
の
と
推
察
し
て
お
り
、
前
掲
諸
史
料
の
記
述
は
そ
の
傍
証
に
な
る
も
の
と
考
え
る
0
 

⑩
 
坪
井
俊
映
「
金
沢
文
庫
蔵
観
経
疏
顕
意
抄
（
入
阿
述
）
に
つ
い
て
」
（
一
九
六
〇
年
）
の
本
文
翻
刻
に
よ
る
o
 

つJ 
n乙
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⑩
 
直
接
の
引
用
で
は
な
い
が
、
「
私
云
記
所
引
与
入
阿
記
或
同
或
異
可
見
之
」
（
『
浄
全
』
 
二
一
一
・
三
二
三
頁
下
）
や
「
私
日
恩
與
 

或
同
或
異
可
見
［
云
云
］
」
（
『
浄
全
』
 
二
二
・
三
二
七
頁
下
）
も
含
め
れ
ば
二
一
例
と
な
る
。
 

⑩
 
科
段
に
お
い
て
『
入
阿
記
』
の
影
響
が
少
な
く
な
い
こ
と
は
、
岸
氏
が
他
に
も
、
 

A 

第
四
段
に
つ
い
て
は
他
段
と
同
様
、
異
訳
で
あ
る
『
称
讃
経
』
の
文
を
対
照
さ
せ
、
入
阿
の
科
段
に
し
た
が
っ
て
四
文
に
区
切
っ
て
 

解
説
を
施
こ
す
。
 

（
『
聖
聡
上
人
典
籍
研
究
』
三
七
頁
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

第
五
段
に
い
た
っ
て
は
何
ら
科
文
の
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
 

こ
の
科
文
も
入
阿
の
説
に
依
っ
た
も
の
と
想
像
 

さ
れ
る
が
、
因
み
に
後
の
『
合
讃
』
の
名
称
に
依
る
な
ら
ば
、
 
一
天
楽
‘
二
金
地
・
三
雨
華
・
四
供
仏
・
五
飯
食
・
六
結
成
と
な
っ
 

て
い
る
 

（
『
同
右
』
三
八
頁
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

第
六
段
で
は
冒
頭
に
科
段
を
示
す
が
、
そ
の
科
は
『
事
讃
記
』
に
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
入
阿
の
説
に
し
た
が
っ
た
も
 

剣
と
思
わ
れ
る
 

（
『
同
右
』
三
八
頁
 

※
傍
線
は
筆
者
）
 

等
と
解
説
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
 

⑩
 
自
文
の
よ
う
に
『
元
照
疏
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
『
入
阿
記
』
→
『
要
略
記
』
と
の
成
立
順
を
有
力
視
す
べ
き
か
。
 

⑩
 

な
お
、
『
般
舟
讃
要
略
記
』
に
は
、
「
長
加
顕
意
抄
」
（
二
丁
左
）
と
、
詳
細
読
（
顕
意
世
に
譲
る
記
述
が
確
認
で
き
る
o

こ
う
し
 

た
記
述
は
、
例
え
ば
永
観
（
一
〇
三
三
ー
一
一
一
一
）
の
『
往
生
拾
因
』
に
、
「
具
如
二
要
記
一
」
（
『
浄
全
』
 
一
五
・
三
九
二
頁
下
）
と
あ
 

る
よ
う
に
、
撰
者
が
別
の
著
作
へ
詳
細
を
譲
る
際
の
通
例
的
表
記
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
〈
要
略
記
〉
の
撰
者
が
『
顕
意
 

抄
』
の
撰
者
と
同
一
人
と
見
る
こ
と
は
大
過
な
い
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
坪
井
博
士
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
顕
意
抄
』
撰
者
の
入
 

阿
は
九
品
寺
流
の
人
師
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
『
般
舟
讃
要
略
記
』
に
お
け
る
記
述
も
、
〈
要
略
記
〉
撰
者
の
入
阿
を
九
品
寺
流
の
人
師
、
 

す
な
わ
ち
空
寂
で
あ
る
と
特
定
す
る
上
で
の
一
証
左
に
な
る
だ
ろ
う
。
 

⑩
 
小
論
で
引
用
し
た
『
源
流
章
』
（
一
一
頁
）
切
牧
を
少
扎
遡
っ
に
見
叱
み
局
と
、
 

ニ 

ニ
ニ
J
 

ニリ 

良
遍
法
印
、
道
号
信
願
。
 

四
十
有
八
 
棄
二
捨
世
栄
居
－
住
二
生
馬
大
聖
竹
林
寺
？
 

竹
林
精
舎
現
有
一
遺
一
房
『
先
有
二
空
寂
 

公
『
隻
竹
林
参
多
撫
浄
拠
「
九
施
二
化
導
長
西
門
ん
シ
テ
学
解
神
馬
讐
「
「
甲
斐
叫
些
浄
土
勢
 

G
大
正
蔵
』
八
四
‘
二
〇
一
頁
上
ー
中
）
 

と
あ
り
、
良
遍
（
一
一
九
四
ー
一
二
五
二
）
は
空
寂
の
後
に
生
駒
の
竹
林
寺
に
住
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
凝
然
『
竹
林
寺
略
 

録
』
に
は
、
 

一 4
」 

n
乙
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知
後
漸
七
衆
飾
周
偽
、
草
創
之
比
布
ニ
空
寂
上
人
『
是
長
西
上
人
N
E
ん
リ
テ
浄
教
之
学
者
也
o

事
弘
二
所
心
～
「
訓
コ
諏
道
毎
死
旬
一
迎
 

願
上
人
？
是
明
遍
僧
都
之
門
ん
リ
テ
海
龍
王
寺
之
住
持
也
o

寓
コ
餌
当
主
「
組
二
夏
安
彫
「
造
主
与
僧
一
易
「
隆
細
為
レ
志
o

瓦
有
二
法
印
権
 

ナ
ル
 

ニ
シ
テ
 

大
僧
都
良
遍
者
「
是
興
福
寺
之
英
匠
、
法
相
之
賢
哲
也
。
 

（
『
新
仏
全
』
八
五
・
二
六
五
頁
下
）
 

と
あ
り
、
空
寂
の
後
、
竹
林
寺
に
は
迎
願
（
生
没
不
詳
）
、
そ
の
後
に
良
遍
が
住
し
た
と
さ
れ
る
。
同
文
献
に
よ
れ
ば
、
行
基
に
よ
り
開
 

か
れ
た
同
寺
は
、
文
暦
二
（
一
二
三
五
）
年
に
舎
利
瓶
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
再
興
・
整
備
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
程
な
く
し
て
空
寂
 

が
住
し
た
と
い
う
。
空
寂
が
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
を
竹
林
寺
で
過
ご
し
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
後
の
竹
林
寺
住
持
の
系
譜
に
は
錚
錚
た
る
 

南
都
系
の
人
師
の
名
が
連
な
っ
て
い
る
点
に
鑑
み
て
、
空
寂
も
そ
の
系
譜
に
近
し
い
人
師
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
伝
承
を
 

含
め
、
空
寂
周
辺
の
相
関
関
係
を
精
査
す
る
こ
と
は
、
研
究
の
展
開
上
、
大
変
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
 

小
論
は
、
公
益
財
団
法
人
三
菱
財
団
の
第
四
八
回
（
二
〇
一
九
年
度
）
人
文
科
学
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
 

キ
ー
ワ
ー
ド
 
九
品
寺
流
 
空
寂
 
鎮
西
義
 
敬
蓮
社
入
西
 
金
沢
文
庫
 
聖
聡
 
小
経
直
談
要
註
記
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